
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 山田町の現況と課題 
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１ 前回の都市計画マスタープランの検証 

（１）前回の都市計画マスタープランの概要 

前回の都市計画マスタープランは、平成 10（1998）年 3月に策定されたものであり、目標年次を平

成 27（2015）年度、対象区域を都市計画区域全域とする計画となっています。 

計画内容は、「都市計画マスタープランとは」から始まり、「全体構想」と「地域別構想」によって

構成されています。なお、地域別構想の地域区分は、大沢地域、山田（織笠）地域、船越（田の浜）

の 3区分となっています。 

 

表 2-1 前回の山田都市計画マスタープランの概要 

策定年月 平成 10（1998）年 3月 

対象区域 山田都市計画区域（都市計画区域外においても、都市的土地利用の動向
等から都市計画区域との整合を図るべき区域は検討対象） 

都市の将来

目標 

都市づくりの目

標 

◎ 美しい海と共に、人が働き、憩い、交流し、生き生きと生活するま
ちづくり 

都市づくりの基

本方針 

① 快適で調和のとれたまちづくり 
② 安全で豊かな生活が実感できるまちづくり 
③ 活力があり、いつまでも住み続けられるまちづくり 
④ 賑わいと交流のあるまちづくり 
⑤ みんなが参加するまちづくり 

将来の目標人口 【1995 年（現在）】 22,000 人 ⇒ 【2015 年】 19,000 人～22,000 人 

将来都市構

造の概要 

都市環境の骨格 

・都市の骨格を規定する山地の緑地の保全 
・山田湾海辺の環境保全 
・船越湾リアス式海岸線の保全 
・船越公園周辺 
・既成市街地での身近な緑の創出 

交通の骨格 

・三陸沿岸地域及び内陸拠点都市間の連携強化軸＝三陸縦貫自動車道 
・山田町内の都市内交通軸＝国道４５号 
・山田町内の副次的な軸、地域間の連携強化軸＝都市計画道路等 
・広域軸と都市軸の連携 

拠点 

・中心商業拠点＝陸中山田駅周辺及び国道 45 号沿道 
・中枢拠点＝山田町役場周辺 
・地域中心拠点＝大沢地区、船越地区、柳沢北浜地区 
・副次的な商業拠点＝大沢川向地区の国道 45 号沿道 
・水産業の拠点＝各地区の漁港 
・新産業拠点＝山田 IC 周辺、大沢地区北側国道 45 号沿道 
・観光レクリエーション拠点＝船越公園 

都市全体構

想の構成 

土地利用の基本

方針 

・土地利用の基本的方針 
・土地利用の類型と配置方針 

都市施設等の整

備方針 

・道路整備の基本方針 
・公園・緑地整備の基本方針 

その他の方針 
・都市防災の基本方針 
・都市景観形成の基本方針 
・その他まちづくりの基本方針 

実現化方策の構成 
・都市整備の総合方針 
・山田町における都市整備上の重点プロジェクト 
・整備プログラム 

地域別構想の区分 
・大沢地域 
・山田(織笠)地域 
・船越(田の浜)地域 
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図 2-1 前回の山田都市計画マスタープランにおける将来都市構造図 

 

都市計画区域 中⼼商業拠点 

⾼規格幹線道路 I･C 

主要幹線道路 

地域中⼼拠点 

中枢拠点 

⽣活拠点 幹線道路 

幹線道路(計画) 観光ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点 

鉄道・駅 

新産業⽴地拠点 

住宅系市街地 

商業系市街地 

⽔産関連産業地 

都⼼環状軸 沿道利⽤市街地 

⽔産業の拠点 
(漁港･市場) 

副次的な商業拠点 

景観の核 

海の⾃然景観軸 

住宅系新市街地 

産業系新市街地 海と市街地の 
共⽣軸 

⼭の景観軸 

都市の活動･交流軸 

観光系新市街地 
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（２）前回の都市計画マスタープランで整理された課題について 

前回計画では、本町の広域的条件（都市間比較）と現況整理結果から、都市整備上の課題を以下の

ように整理しています。 

これらの課題のうち、東日本大震災からの復旧・復興を経て、道路、下水道、住宅地整備などの基

盤整備や観光関連の取組は進みましたが、人口や雇用の面での改善、新産業用地（新産業ゾーン）に

関する取組が進んでいない状況です。 

 

表 2-2 前回の都市整備上の課題（広域的条件による課題） 

〈広域的条件による山田町の課題〉 
・２次・３次産業の振興によるファミリー層の

流入促進による人口増加と定着による減少
の歯止めが必要 

・優良宅地の造成による宮古市等近隣都市から
のファミリー層による人口増加が必要 

・来町観光客の増加等交流人口の増加による町
の活性化が必要 

〈広域的条件からみた都市整備上の課題〉 
・雇用機会の増大と人口の受け皿のための整備が必要 
・観光振興と宿泊施設の整備による交流人口の受け皿
のための整備が必要 

・下水道等生活基盤施設の整備促進 

〈その他既定計画等からみた都市整備上の課題〉 
・自然環境の保全と組み合わせた産業振興 →本町らしい観光資源の有効活用を図るためのアクセ

ス道路、歩行者・自転車のための回遊路及び滞在型観
光地を目指した宿泊施設整備の促進が必要 

・居住地の快適性・安全性の向上 →優良宅地の造成と下水道等生活基盤施設整備の促進
及び災害時における避難路、平常時におけるコミュ
ニティ空間として機能する区画道路又は補助幹線道
路の整備が必要 

・高速交通体系と連携した産業振興 →三陸縦貫自動車道と連携した観光及び漁業と関連し
た水産加工業等の導入、育成のための新産業ゾーン
の整備が必要 

・宮古市との機能補完 →良好な居住環境整備による住機能の分担が必要 
・水産関連新産業の育成 →新産業用地の確保と交通体系の整備が必要 

・観光拠点化の促進 →観光施設へのアクセス道路、宿泊施設等滞在型観光
施設の整備が必要 

 

また、前回計画では、町民を対象とした住民意向調査結果を踏まえ、都市整備上の課題を以下のよ

うに整理しています。 

今回の改訂に際して実施した住民意向調査結果と比較すると、幹線道路や下水道等の基盤整備に関

する項目は大幅に改善されましたが、医療・福祉に関する項目に関しては前回よりもさらに要望が大

きくなっています。 

 

表 2-3 前回の都市整備上の課題（住民意向調査による課題） 

生活環境の満足度が低い項目 ・道路の利便性、安全性及び整備水準の向上 
・公園の整備 
・下水道の整備 
・河川環境の保全又は改善 
・医療施設整備 

重点整備要望の高い項目 ・幹線道路整備 
・生活道路、公園、下水道等の生活基盤施設整備 
・漁業水産業の振興 
・自然環境保全 
・医療・保健衛生及び福祉施設の充実 
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（３）前回の都市計画マスタープランで位置づけられた取組について 

① 目標人口 

前回計画では、将来目標人口を 19,000～22,000 人（2015 年）と設定し、都市計画区域内外での目

標人口も併せて設定しています。 

平成 27（2015）年国勢調査人口と将来目標人口を比較すると、総人口は 15,826 人まで減少してお

り、目標下限値から 3,174 人のマイナス、目標上限値からは 6,174 人のマイナスとなっています。 

また、都市計画区域内では目標下限値から 5,689 人下回っているのに対し、都市計画区域外では

2,515 人上回る結果となっています。 

 

表 2-4 将来目標人口の達成状況 

 
注：1995 年実績値は国勢調査の実績値 

前回計画では1995年人口を20,000人と設定し、区域別人口は平成2年の実績値を記載） 

 

② 重点プロジェクト 

前回の計画では、①柳沢北浜地区土地区画整理事業、②地域間連携幹線道路等の整備、③生活環境

整備（公共下水道整備及び主要区画道路整備）、④新産業拠点整備（山田 IC 周辺及び国道 45 号沿道）、

⑤船越公園周辺リゾートパークとサイクリングロード整備からなる「山田町 21 世紀に向けての重点

５大プロジェクト」を設定しています。このうち、現在施行中である柳沢北浜地区土地区画整理事業

は、東日本大震災による計画変更を経た上で令和３年度には工事完了となる予定であり、船越公園周

辺についても復旧・整備が完了しました。また、三陸沿岸道路（三陸縦貫自動車道）をはじめとする

既決定都市計画道路の整備についても、復興事業を通じてほぼ完了したほか、柳沢北浜～細浦間は都

市計画道路細浦柳沢線として整備が完了し、浦の浜～田の浜間に関しても整備が完了、柳沢北浜～大

沢間は当初とは異なる形ではありますが、国道 45 号及び主要地方道重茂半島線により地域間を連絡

するネットワークとしての機能を確保しています。公共下水道の整備や主要区画道路の整備について

も大きく進捗しています。加えて、三陸沿岸道路山田 IC 周辺では新道の駅等から構成される新産業

拠点の整備が検討されています。 

一方、大沢地区の国道 45 号沿道の新産業拠点整備及びサイクリングロード整備に関しては、未着

手の状態となっています。 

 

  

1995年 乖離状況 実績増減率

（実績値） （目標値） （実績値） （実績－目標） （'15/'95)

都市計画区域内 15,475 14,010 8,321 ▲ 5,689 0.54

都市計画区域外 6,544 4,990 7,505 2,515 1.15

合計 22,019 19,000 15,826 ▲ 3,174 0.72

区分
2015年
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図 2-2 前回の山田都市計画マスタープランにおける重点プロジェクト 

⼟地区画整理事業 
施⾏中 

 

船越公園 
復旧・整備済 

三陸沿岸道路 
整備済 

新産業拠点 
未着⼿ 

⾼台道路 
整備済 

⾼台道路 
整備済 

サイクリングロード 
未着⼿ 

三陸沿岸道路
等を活⽤した
代替路線によ
る地域間連絡
機能の確保 

主要⽣活道路 
⼀部整備済 

新産業拠点 
検討中 
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２ 山田町における都市の現況 

２－１．位置・地勢・気候 

（１）位置・地勢 

本町は、岩手県の沿岸部・陸中海岸のほぼ中央に位置し、東西 23.03 ㎞、南北 18.55 ㎞、262.81k

㎡の面積を有しています。 

東部には山田湾と船越湾の二つの湾を擁しており、北部、西部、南部には北上山地の支脈が伸びて

急峻な山岳地帯を形成し、平地部は極めて少なく、町の面積の大半が山林原野となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土数値情報 標高・傾斜度 5次メッシュデータ 

図 2-3 位置図 
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（２）気候 

本町の平成22年から令和元年の年平均気温は11.3℃、年間平均降水量は1,493㎜となっています。

降水量が最大となるのは 9月であり、降水量が最小となり乾燥する時期は 1月から 2月となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 平均気温及び降水量 

 

表 2-5 平均気温及び降水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：気象庁「気象観測データ」をもとに山田町が作成（令和２年５月 28 日取得） 

  

0.0
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250

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月間降水量 平均気温

(㎜) (℃)年平均気温：11.3℃ 年間降水量：1,493㎜

平成22年
（2010）

平成23年
（2011）

平成24年
（2012）

平成25年
（2013）

平成26年
（2014）

平成27年
（2015）

平成28年
（2016）

平成29年
（2017）

平成30年
（2018）

令和元年
（2019）

過去10年
平均

【平均気温（℃）】

1月 1.0 -1.2 -1.0 -0.8 0.6 1.7 1.2 0.4 0.6 1.0 0.4

2月 0.5 1.5 -1.1 0.1 0.2 2.0 2.3 1.7 -0.2 1.6 0.9

3月 2.6 1.4 2.8 4.5 3.5 5.7 5.2 3.5 6.0 4.7 4.0

4月 6.6 7.7 8.5 8.9 8.7 10.1 9.8 9.8 10.3 8.4 8.9

5月 11.9 13.7 13.6 12.0 14.6 15.7 15.2 14.8 14.0 15.4 14.1

6月 18.0 18.1 15.9 16.9 18.3 17.6 17.7 16.3 17.9 16.8 17.3

7月 23.0 22.3 20.9 20.5 21.6 21.7 20.5 22.9 22.3 21.0 21.7

8月 25.2 23.3 24.2 23.1 22.6 22.3 23.5 20.6 22.2 23.9 23.1

9月 19.9 20.2 22.6 20.0 18.1 18.8 20.6 18.7 19.0 20.4 19.8

10月 14.5 14.2 14.7 14.8 13.1 13.3 13.4 12.9 14.9 15.0 14.1

11月 8.9 9.1 8.3 8.3 8.7 9.0 6.6 8.0 8.7 8.2 8.4

12月 4.7 2.0 2.3 3.7 2.2 4.2 4.1 2.4 3.0 3.6 3.2

年平均 11.4 11.0 11.0 11.0 11.0 11.8 11.7 11.0 11.5 11.7 11.3

【降水量（㎜）】

1月 49 33 22 40 9 37 81 38 34 0 34

2月 19 42 48 15 121 30 51 33 115 25 50

3月 101 0 116 12 189 166 12 27 278 140 104

4月 202 4 74 148 95 97 150 122 75 76 104

5月 202 193 415 38 86 55 99 127 130 105 145

6月 115 104 176 38 308 177 200 90 84 192 148

7月 105 85 42 324 127 47 110 97 97 39 107

8月 72 52 35 115 226 183 364 400 175 282 190

9月 311 376 259 147 114 287 250 320 204 40 230

10月 189 130 125 292 237 30 58 255 173 649 214

11月 42 45 227 30 36 161 26 4 44 12 63

12月 387 69 223 88 89 60 24 39 35 39 105

年間 1,792 1,131 1,759 1,283 1,634 1,328 1,423 1,548 1,440 1,596 1,493
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２－２．人口・世帯数 

（１）人口の構成 

本町の人口は、平成 27 年現在 15,826 人（国勢調査人口）となっており、昭和 55 年をピークとし

て過去 20 年間で約 28％減少しました。国立社会保障･人口問題研究所の推計人口によると．人口減少

は今後も進むことが予想されており令和 22年には 9,200人程度まで減少する見通しとなっています。

本町の過去 20 年間の人口増減率は-28％であり、県平均の-10％より減少率が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（昭和 45 年～平成 27 年）、 
平成 30 年集計日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所） 

図 2-5 人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 7年、平成 27 年） 

図 2-6 平成 7年から平成 27 年（過去 20 年間）の人口増減率 
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本町の人口増減の推移については、平成 21 年までの人口増減は、転出の減少により減少数が小さ

くなっていましたが、東日本大震災の被害を被った平成 22～23 年には大幅な人口減となりました。

平成 25 年以降も自然増減と社会増減はともに減少傾向で推移しており、人口減少が着実に進行して

います。 

世帯数は昭和 55 年以降ほぼ横ばいに推移してきましたが、平成 22 年から平成 27 年は約 400 世帯

が減少しています。世帯あたり人員は、昭和 45 年の 4.30 人/世帯から徐々に減少しており、平成 27

年では 2.55 人/世帯まで減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：山田町統計書（平成 22 年度版、平成 27 年度版） 

図 2-7 自然増減・社会増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（昭和 45 年～平成 27 年） 

図 2-8 世帯あたり人員の推移 
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（２）人口の分布 

平成 27 年の人口分布をみると、東日本大震災の津波による家屋倒壊がなかった山田地区の三陸鉄

道リアス線より山側で人口密度の高い地区が分布しています。また、仮設住宅に入居していた人が多

く残っていたため、仮設住宅が整備された豊間根駅周辺、大沢地区の高台部、織笠川の上流部、船越

地区や大浦地区の高台部で人口密度の高い地区が見られます。 

人口の増減をみると、中山間部に加えて津波や火災による家屋倒壊が多かった山田地区や船越地区

で人口減少の多い地区が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－9 人口分布状況（平成 27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－10 人口増減数（平成 27 年） 
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地区別人口の推移を見ると、平成７年～22 年の間は全ての地区で減少しており、平成 22 年～27 年

にかけては東日本大震災の影響により豊間根地区以外の人口が減少しています。一方、平成 27 年か

ら令和２年にかけて、各地区で災害公営住宅や住宅団地が整備され入居が始まったことから、大規模

な仮設住宅があった豊間根地区や織笠地区の人口が減少し、山田地区や大沢地区の人口が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 7～ 27 年）、住民基本台帳（令和 2年） 

図 2－11 地区別人口の推移 

 

（1995 年人口を 100 とした指数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 7～ 27 年）、住民基本台帳（令和 2年） 

図 2-12 地区別人口指数の推移 

  

H7
(1995)

H12
(2000)

H17
(2005)

H22
(2010)

H27
(2015)

R2.5
(2020)

豊間根 3,450 3,351 3,220 2,997 3,385 2,991

大沢 2,262 2,305 2,256 2,105 1,669 1,719

山田 8,004 7,539 7,052 6,553 4,752 4,909

織笠 3,054 3,010 2,885 2,697 2,476 2,132

船越 5,249 5,009 4,729 4,265 3,544 3,444

合計 22,019 21,214 20,142 18,617 15,826 15,195
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（３）年齢別人口 

0～14 歳の年少人口割合は平成 27 年現在 10.5％であり、県平均の 11.9％を下回る一方で、65 歳以

上の高齢者人口割合は 35.4％であり、県平均の 30.4％を上回っており、少子高齢化が進行していま

す。特に 20 歳代の人口が少ない人口構成であり、平成 27 年現在 20 歳代人口は、1,036 人で総人口の

6.5％と特に少ない人口構成となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（昭和 60 年～平成 27 年 

図 2-13 年少人口及び高齢者人口の推移 

 

【1995 年】                   【2015 年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 7年、平成 27 年） 

図 2-14 男女別 5歳階級別人口構成の変化 
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２－３．土地利用 

（１）地目別土地利用 

山田町全体の 89％が山林となっており、宅地は全体の 1％です。沿岸部と豊間根に山林以外の土地

利用が分布しており、豊間根には広大な田・畑が分布しています。 

平成 28 年度都市計画基礎調査による用途地域内の土地利用をみると、住宅団地や土地区画整理事

業が整備中であったことから低未利用地が 23％を占め、住宅地の 21％を上回っています。 

 

【町全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：山田町統計書（平成 27 年版） 

 

資料：H28 土地利用細分メッシュデータ（国土数値情報） 

図 2-15 地目別地積（土地利用）          図 2-16 山田町全体の土地利用現況 

【都市計画区域内】 

表 2-6 土地利用区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17  用途地域内の土地利用分布         図 2-18 都市計画区域内の土地利用 

  

(単位：ha) 

資料：H28 都市計画基礎調査（山田町）
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図 2-19 土地利用現況図 
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（２）法規制 

都市地域は山田湾沿いの市街地(用途地域)を中心に指定されています。復興事業により森林地域や

農業地域を住宅団地にした場所は、都市地域へ変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 28 年度 都市計画基礎調査 

図 2-20 法規制図 
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（３）開発動向 

震災後から平成 30 年度末までの建築確認申請数は約 2,000 件であり、そのうち新築が約 1,850 件

を占めています。用途別の割合では、住宅が全体の 76％を占めており、次いで商業施設が 9％、工業

施設が 6％となっています。年度別の割合では、平成 28 年度が 21％と最も多くなっています。年度

別・地区別の件数では、豊間根地区では平成 24～25 年度が比較的多くなっています。 

一方で、防災集団移転促進事業等により整備された住宅団地の完成に合わせ、船越地区と大沢地区

では平成 28 年度、山田地区では平成 30 年度の申請数が他の年度に比べて多くなっています。 

 

表 2-7 地区・用途別建築確認件数（平成 23 年度～平成 30 年度末） 

 

資料：建築確認申請データ（平成 23～30 年度、山田町） 

 

表 2-8 詳細地区・用途別建築確認件数（平成 23 年度～平成 30 年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：建築確認申請データ（平成 23～30 年度、山田町） 

  

地区名  住宅
商業

施設

工業

施設

公益

施設
その他 計 ％

豊間根地区 137 16 25 5 16 199 10.0

⼤沢地区 239 23 20 6 19 307 15.4

⼭⽥地区 524 108 31 29 33 725 36.5

織笠地区 250 8 15 14 14 301 15.1

船越地区 360 14 28 14 40 456 22.9

合計 1,510 169 119 68 122 1,988 100.0

％ 76.0 8.5 6.0 3.4 6.1 100.0 -
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表 2-9 地区・形態別建築確認件数（平成 23 年度～平成 30 年度末） 

（単位：件） 

 

資料：建築確認申請データ（平成 23～30 年度、山田町） 

 

表 2-10 地区・年度別建築確認件数 

（単位：件） 

 
資料：建築確認申請データ（平成 23～30 年度、山田町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21 地区・年度別建築確認件数 

  

常設 仮設 件 ％

豊間根地区 178 3 18 0 0 0 199 10.0

⼤沢地区 287 1 17 0 1 1 307 15.4

⼭⽥地区 675 14 33 2 0 1 725 36.5

織笠地区 283 2 16 0 0 0 301 15.1

船越地区 434 0 21 1 0 0 456 22.9

計 1,857 20 105 3 1 2 1,988 100.0

⽤途変更
⼤規模な
模様替

計
地区名

新築
増築 改修

件 ％

豊間根地区 20 46 33 22 19 17 22 20 199 10.0

⼤沢地区 21 26 32 25 20 104 54 25 307 15.4

⼭⽥地区 55 74 77 75 68 57 90 229 725 36.5

織笠地区 19 23 21 16 78 98 28 18 301 15.1

船越地区 28 64 45 41 38 140 68 32 456 22.9

計 143 233 208 179 223 416 262 324 1,988 100.0

％ 7.2 11.7 10.5 9.0 11.2 20.9 13.2 16.3 100.0 -

地区名
計H23

(2011)

H24

(2012)

H29

(2017)

H30

(2018)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)
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※ゼンリンブルーマップ(平成 25 年 11 月)により、地番から具体の地点が判明した建築確認申請のみ掲載 

図 2-22 開発動向（沿岸部） 
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※ゼンリンブルーマップ(平成 25 年 11 月)により、地番から具体の地点が判明した建築確認申請のみ掲載 

図 2-23 開発動向（豊間根） 
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（４）災害危険性 

本町の都市計画区域における河川氾濫は山田地区の関口川、織笠地区の織笠川、馬指野川、新田川

で予想されており、ハザードマップでは山田地区の関口、柳沢北浜等、織笠地区の霊堂、中野、猿神

等で浸水被害が想定されています。 

東日本大震災の際の津波浸水範囲は、大沢地区、山田地区、織笠地区、船越地区（田の浜を含む）

となっており広範囲に広がっています。 

都市計画区域における土砂災害は、大沢地区、山田地区、織笠地区、船越地区（田の浜を含む）の

市街地及び集落の背後地等において、複数の急傾斜地崩壊危険箇所及び地すべり警戒区域、土石流危

険渓流が分布しています。 

令和元年 10 月に発生した台風 19 号による大雨では、織笠川、馬指野川及び新田川の氾濫に加え、

織笠及び船越地区（田の浜を含む）を中心に土砂の流出や住宅の浸水被害が複数発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩手県 洪水浸水想定区域図 
（令和 2年 8月 21 日指定） 

 

 

図 2-24 関口川 洪水浸水想定区域図（計画規模 W=1/30） 
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資料：山田町津波防災マップ 

図 2-25 東日本大震災・大津波浸水範囲 
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出典：山田町急傾斜地崩壊危険箇所図 

図 2-26 山田町急傾斜地崩壊危険箇所（都市計画区域） 
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出典：山田町地すべり位置図 

図 2-27 山田町地すべり位置図（都市計画区域） 

 

  


